
は

じ

め

に

歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
三
都
（
江
戸
・
京
・
大
坂
）
を
中
心
と
し
て
発

展
し
、
や
が
て
城
下
町
や
門
前
町
、
さ
ら
に
は
全
国
各
地
の
農
村
部
に
も
ひ
ろ
が

り
、
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

各
地
の
村
で
上
演
さ
れ
る
歌
舞
伎
は
、
村
人
自
身
が
歌
舞
伎
を
演
じ
る
地
芝

居
、
ま
た
は
、
旅
役
者
の
一
座
を
招
く
買
芝
居
な
ど
の
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
た
。

そ
う
し
た
上
演
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
神
社
境
内
な
ど
に
残
る
歌
舞
伎

舞
台
が
調
査
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
上
演
記
録
、
台
詞
本
、
衣
裳
、
道

具
類
も
調
査
・
研
究
の
対
象
と
な
り
、
村
の
芝
居
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

全
国
に
所
在
す
る
歌
舞
伎
舞
台
の
数
は
、
昭
和
四
〇
年
代
の
調
査
時
点
で
一
〇

〇
〇
棟
を
こ
え
、
特
に
兵
庫
県
の
舞
台
数
は
一
四
〇
棟
だ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二

〇
〇
三
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
一
五
八
棟
の
舞
台
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

（
�
）

と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
歌
舞
伎
舞
台
や
歌
舞
伎
衣
裳
な
ど
を
よ
く
保
存
し

か
ず
ら
は
た

て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
兵
庫
県
養
父
市
葛
畑
が
挙
げ
ら
れ
る
。

葛
畑
は
、
兵
庫
県
北
西
の
山
間
部
に
位
置
し
、
鳥
取
県
に
隣
接
す
る
旧
養
父
郡

関
宮
町
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
周
辺
の
三
町
が
合
併
し
て
、
養
父
市
と
な
っ
て
い

る
。葛

畑
に
は
、
氏
神
社
の
荒
御
霊
神
社
境
内
に
、
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
葛
畑
の
舞
台
」（
芝
居
堂
）
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

農
村
歌
舞
伎
衣
裳
二
十
八
点
と
道
具
類
な
ど
の
参
考
資
料
二
十
六
点
が
葛
畑
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
葛
畑
演
劇
資
料
館
に
保
存
さ
れ
、
県
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
舞
台
は
、
桁
行
十
一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
七
・
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
な
る

茅
葺
き
の
入
母
屋
造
り
の
建
物
で
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
舞
台
の
上
手
に
、
浄
瑠
璃
や
囃
子
を
演
奏
す
る
下
座
が
あ
り
、

下
手
側
に
は
花
道
が
仮
設
さ
れ
る
ほ
か
、
廻
り
舞
台
な
ど
の
舞
台
装
置
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
衣
裳
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

打
掛
三
点
、
羽
織
二
点
、
着
物
三
点
、
襦
袢
四
点
、
上
下
（
裃
）（
子
ど

も
用
）
一
点
、
素
襖
二
点
、
袴
二
点
、
小
袴
一
点
、
与
天
（
四
天
）
一
点
、

千
早
一
点
、
網
胴
一
点
、
陣
羽
織
一
点
、
軽
衫
一
点
、
胸
鎧
一
点
、
烏
帽
子

〈
論
文
〉

但
馬
地
方
の
歌
舞
伎
と
衣
裳

│
│
葛
畑
村
を
事
例
と
し
て
│
│

藤

岡

真

衣
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一
点
、
帯
二
点
、
脚
絆
一
点

こ
れ
ら
の
歌
舞
伎
衣
裳
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
制
作
さ

れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

葛
畑
の
歌
舞
伎
舞
台
や
衣
裳
に
つ
い
て
は
、
松
崎
茂
氏
が
昭
和
三
十
年
代
に
調

査
を
行
な
い
、
そ
れ
を
『
兵
庫
県
葛
畑
の
歌
舞
伎
舞
台
の
研
究
と
調
査
』（
一
九

（
�
）

（
�
）

六
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
れ
以
降
は
名
生
昭
雄
氏
・
西
村
修
氏
・
位
原
庸

（
�
）

太
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。

こ
の
た
び
、
葛
畑
で
歌
舞
伎
衣
裳
を
調
査
し
た
際
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見

本
」（
西
村
修
氏
所
蔵
）
と
い
う
二
冊
の
資
料
も
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の

資
料
に
つ
い
て
は
、
松
崎
氏
が
「
葛
畑
の
紺
屋
が
使
っ
て
い
た
衣
裳
染
物
見
本
絵

本
二
冊
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
者
は
、
具
体
的
に
こ
の

資
料
の
内
容
に
ふ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
資
料
は
、
葛
畑
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
衣
裳
の
制
作
過
程

に
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
資
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
葛
畑
に
伝
わ
る
歌
舞
伎
衣
裳
と

の
関
連
を
考
察
し
、
村
に
お
け
る
歌
舞
伎
と
衣
裳
制
作
の
実
相
に
迫
っ
て
み
た

い
。

葛
畑
の
歌
舞
伎

葛
畑
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
八
木
玄
蕃
が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
に
編
集
し
た
『
増
補
七
美
郡
誌
稿
』（
巻
之
四
・
葛
畑
村
）
に
は
、
つ
ぎ
の

（
�
）

よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

荒
御
靈
社

村
ノ
西
字
氏
神
ニ
在
リ
村
社
ナ
リ
祭
神

素
盞
嗚
尊

舊
尊
号

荒
神
（
中
略
）

社
務
所

堂
宇
桁
四
間
梁
三
間
半

境
内
百
廿
坪

民
有
地

元
祿
年
中

創
建
ト
云
傳
フ
其
後
再
三
再
建
依
テ
略
ス
近
來
芝
居
興
行
等
ニ
兼
用
ユ

安
政
五
年
戊
午
九
月
廿
八
日
祭
禮
に
詣
ふ
て

百
姓
の
鎧
着
て
出
る
祭
り
か
な

川
ラ
バ

鷹
羽
舘
池
龍

幾
年
も
地
狂
言
あ
る
祭
り
か
な

葛
ハ
タ

葛
西
堂
茗
村

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
荒
御
霊
社
の
社
務
所
は
、
元
禄
年
中
に
建
て
ら
れ
た
後
、
何

度
も
再
建
さ
れ
、「
近
來
芝
居
興
行
等
ニ
兼
用
ユ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
社
務
所
の

中
で
芝
居
を
上
演
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
祭
礼
の
際
に
詠
ま
れ
た
俳
句
に
「
百
姓
の

鎧
着
て
出
る
」「
幾
年
も
地
狂
言
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
に
は
、

村
人
に
よ
る
芝
居
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
俳
句
に
詠

ま
れ
る
ほ
ど
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
、
葛
畑
の
歌
舞
伎
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
は
、
藤
田
甚
左
衛
門
（
一
八
三
一
〜
一
八
九
一
）
と
い
う
人
物

（
�
）

で
あ
っ
た
。
藤
田
甚
左
衛
門
は
、
十
五
歳
で
大
坂
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
十
七
歳
の

冬
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
大
坂
の
歌
舞
伎
の
一
座
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

一
座
に
入
っ
て
活
動
し
て
い
た
時
期
は
、
お
よ
そ
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
一
八

五
四
）
か
ら
安
政
年
間
（
一
八
五
四
〜
一
八
六
〇
）
の
初
め
に
あ
た
る
。
帰
郷
し

た
の
ち
は
、
牛
馬
商
を
営
む
か
た
わ
ら
、
村
の
青
年
た
ち
に
歌
舞
伎
を
指
導
し
、

近
隣
の
村
で
興
行
を
行
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
俳
句
が
詠
ま
れ

た
安
政
五
年
は
、
藤
田
甚
左
衛
門
が
大
坂
か
ら
す
で
に
帰
郷
し
た
時
期
に
あ
た

― ８ ―



り
、
指
導
し
た
青
年
た
ち
が
芝
居
を
演
じ
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
い

に
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、
藤
田
甚
左
衛
門
が
座
長
と
な
っ
て
「
葛
畑

座
」
を
旗
揚
げ
し
た
。
当
時
の
座
員
は
、
座
長
の
ほ
か
、
義
太
夫
四
名
、
三
味
線

二
名
、
振
付
二
名
、
化
粧
舞
台
一
名
、
か
つ
ら
一
名
、
舞
台
一
名
、
衣
裳
一
名
、

男
役
の
役
者
が
六
名
、
女
役
が
七
名
の
計
二
十
六
名
で
あ
っ
た
。
藤
田
甚
左
衛
門

が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
、
現
在
も
残
る
歌
舞

伎
舞
台
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
大
工
が
何
度
も

大
阪
へ
出
向
い
て
歌
舞
伎
舞
台
を
視
察
し
た
と
い
う
。
こ
の
舞
台
で
の
葛
畑
座
に

よ
る
上
演
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
年
以
降
、
各
地
に
残
っ
て
い
る
歌
舞
伎
舞
台
の
研
究
が
進
む
と
、
葛

畑
の
舞
台
と
そ
の
構
造
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
葛
畑
の
人
び

と
の
間
に
舞
台
を
保
存
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に

修
復
工
事
が
行
な
わ
れ
、
復
活
公
演
を
果
た
し
た
。
つ
い
で
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
に
二
回
目
の
公
演
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
は
中
断
し
た
が
、
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
）
以
降
は
葛
畑
の
人
び
と
を
中
心
と
す
る
「
葛
畑
座
」
が
復
活

し
、「
せ
き
の
み
や
子
ど
も
歌
舞
伎
」
も
旗
揚
げ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
歌
舞
伎

（
�
）

が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

葛
畑
の
歌
舞
伎
衣
裳

江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
の
葛
畑
の
歌
舞
伎
に
は
、
三
軒
の
紺

（
�
）

屋
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
染
物
業
が
主
で

あ
る
紺
屋
が
、
葛
畑
に
三
軒
も
存
在
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
当
時
、
葛
畑
を
含

（
�
）

む
七
美
郡
は
、
繭
・
真
綿
・
生
糸
な
ど
が
名
産
と
さ
れ
る
な
ど
、
養
蚕
業
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
三
軒
の
紺
屋
は
、
上
紺
屋
・
中
紺
屋
・
下
紺
屋
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

上
紺
屋
を
営
ん
で
い
た
の
は
西
村
常
太
郎
と
い
う
人
物
で
、
葛
畑
座
の
衣
裳
の

制
作
と
管
理
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
座
員
の
一
人
と
し
て
、
浄
瑠
璃
の
太
夫

も
つ
と
め
て
い
た
。

中
紺
屋
の
西
村
粂
平
は
、
か
つ
て
大
阪
の
紺
屋
で
働
い
て
い
る
間
に
、
芝
居
小

屋
に
出
入
り
し
、
舞
台
装
置
や
そ
の
作
動
方
な
ど
を
学
ん
で
帰
郷
し
た
と
い
う
。

明
治
の
は
じ
め
に
は
、
座
員
と
し
て
、
化
粧
と
舞
台
背
景
な
ど
を
担
当
し
て
い

た
。下

紺
屋
に
つ
い
て
は
、
主
人
の
人
名
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
が
、
や
は
り
座
員

の
化
粧
や
衣
裳
を
担
当
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
葛
畑
の
歌
舞
伎
衣
裳
の
制
作
と
管
理
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
松
崎
氏
が
報
告
し
て
い
る
。

ま
ず
、
衣
裳
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
上
紺
屋
の
西
村
常
太
郎
の
先
代
が
家
業
と

し
て
手
が
け
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
上
紺
屋
を
継
い
だ
西
村
常
太

郎
は
、
先
代
が
制
作
し
た
衣
裳
を
管
理
し
、
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
年
頃
に
、
西
村
常
太
郎
が
所
持
し
て
い
た
衣
裳
の

一
部
と
、
鳥
取
か
ら
買
い
入
れ
た
と
い
う
衣
裳
を
、
養
父
郡
関
宮
町
安
井
の
旧
家

が
買
い
取
り
、
葛
畑
座
は
そ
こ
か
ら
衣
裳
を
借
り
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
上
紺
屋
が
衣
裳
を
制
作
し
、
管
理
し
て
い
た
の
は
、
明
治
十
年
頃
ま
で
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
衣
裳
の
制
作
や
管
理
に
関
す
る
伝
承
は
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
は
不
明
な
点
も
多
い
。
た
だ
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
県
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
衣
裳
二
十
八
点
は
、
上
紺
屋
が
保
管
し
て
い
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
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い
る
。

現
在
こ
れ
ら
の
衣
裳
は
、
養
父
市
教
育
委
員
会
が
管
理
し
、
葛
畑
区
の
所
蔵
と

よ
て
ん

な
っ
て
お
り
、
比
較
的
保
存
状
態
の
よ
い
打
掛
二
点
や
与
天
一
点
、
陣
羽
織
な
ど

の
衣
裳
が
葛
畑
演
劇
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
展
示
さ
れ
て
い
な
い

他
の
衣
裳
に
つ
い
て
は
、
衣
裳
が
破
損
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
現
状
は
確
認
で
き

な
い
。

ま
た
、『
兵
庫
県
葛
畑
の
歌
舞
伎
舞
台
の
研
究
と
調
査
』
に
は
「
葛
畑
座
歌
舞

伎
芝
居
残
存
衣
裳
の
一
覧
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
歌
舞
伎
の
演
目
で
使
用
し
た

衣
裳
の
内
容
な
ど
が
わ
か
る
が
、
衣
裳
の
文
様
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一

方
、
同
書
の
末
尾
に
は
、
衣
裳
と
道
具
類
の
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
写
真
に
は
、
葛
畑
演
劇
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
打
掛
や
与
天
の
ほ
か
に
、

鳳
凰
や
桜
の
よ
う
な
文
様
を
施
し
た
着
物
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

写
真
に
撮
っ
て
い
る
衣
裳
が
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
衣
裳
と
ど
の
程
度
一
致
す

る
か
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
衣
裳
の
う
ち
、
保
存
状
態
が
よ
く
、
衣

裳
に
文
様
が
大
き
く
施
さ
れ
た
打
掛
二
点
と
与
天
一
点
を
手
が
か
り
と
し
て
、
歌

舞
伎
衣
裳
の
制
作
の
実
相
に
迫
っ
て
み
た
い
。

打
掛
は
、
姫
君
役
、
大
名
の
奥
方
役
や
御
殿
の
局
役
、
傾
城
役
な
ど
が
着
用
す

る
衣
裳
で
あ
る
。
与
天
は
四
天
と
も
書
く
広
袖
の
着
物
で
、
左
右
の
裾
が
割
れ
て

お
り
、
裾
ま
わ
り
に
は
、
馬
簾
と
い
う
房
が
付
い
て
い
る
。
特
に
、
光
沢
感
の
あ

る
生
地
に
金
糸
や
銀
糸
で
刺
繍
が
施
さ
れ
た
唐
織
四
天
は
、
勇
者
や
妖
術
使
い
、

大
盗
賊
な
ど
の
役
に
使
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
衣
裳
の
文
化
財
指
定
名
称
は
、
単
に
「
打
掛
」「
与
天
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
稿
で
は
、
衣
裳
の
背
に
施
さ
れ
て
い
る
文
様
か
ら
、「
雲
龍
菊
水
文

図 1 雲龍菊水文様 打掛図 2 孔雀文様 打掛
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様

打
掛
」（
図
１
）、「
孔
雀
文
様

打
掛
」（
図
２
）、「
牡
丹
獅
子
文
様

与

天
」（
図
３
）
と
し
、
区
別
し
て
紹
介
し
た
い
。

「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」
は
赤
地
で
、
別
の
布
地
に
龍
の
文
様
が
金
糸
で
刺

繍
さ
れ
、
そ
れ
を
衣
裳
に
縫
い
付
け
る
切
付
と
い
う
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

龍
の
文
様
は
、
衣
裳
の
背
の
右
脇
か
ら
上
部
中
央
に
か
け
て
天
に
昇
る
よ
う
に
縫

い
付
け
ら
れ
て
い
る
。
龍
の
頭
部
は
左
に
向
い
て
お
り
、
目
は
玉
眼
で
、
口
は
大

き
く
開
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
衣
裳
全
体
に
黒
地
の
雲
文
様
、
左
右
の
袂
に
は
白

地
の
菊
文
様
が
施
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
金
糸
で
縁
取
ら
れ
て
い
る
。

「
孔
雀
文
様

打
掛
」
は
黒
地
で
、
背
の
中
央
に
は
、
金
糸
で
大
き
く
孔
雀
の

刺
繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。
孔
雀
は
木
の
枝
に
と
ま
り
、
身
体
は
左
を
向
い
て
、
頭

部
を
右
に
反
ら
し
て
い
る
。
孔
雀
の
目
は
玉
眼
で
、
目
の
ま
わ
り
に
水
色
の
糸
が

使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
の
袂
か
ら
、
孔
雀
の
背
に
か
け
て
、
御
簾
と
思
わ
れ

る
文
様
も
施
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
赤
糸
や
金
糸
を
用
い
た
花
の
刺
繍
も
み
ら

れ
、
三
点
の
衣
裳
の
中
で
最
も
手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

「
牡
丹
獅
子
文
様

与
天
」
も
、
黒
地
で
背
の
上
部
に
金
糸
で
獅
子
の
刺
繍
を

縫
い
付
け
て
い
る
。
獅
子
の
目
も
玉
眼
で
、
身
体
は
前
足
を
か
が
め
て
正
面
を
向

く
。
顔
や
身
体
の
部
分
の
刺
繍
は
厚
く
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
立
体
的
で
躍
動
感

の
あ
る
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
獅
子
の
ま
わ
り
に
は
、
金
糸
に
よ
る
大

き
な
牡
丹
の
文
様
も
施
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
地
方
の
歌
舞
伎
衣
裳
は
、
専

門
の
衣
裳
屋
が
扱
い
、
芝
居
に
応
じ
て
、
そ
の
調
達
や
貸
し
出
し
を
行
な
う
場
合

が
多
か
っ
た
。
三
重
県
の
伊
勢
に
は
千
束
屋
と
い
う
貸
衣
裳
業
者
が
お
り
、
文
化

（
�
）

年
間
か
ら
昭
和
五
十
四
年
ま
で
、
各
地
に
衣
裳
を
貸
し
出
し
て
い
た
と
い
う
。
つ

ま
り
葛
畑
の
よ
う
に
、
染
物
を
専
門
と
す
る
紺
屋
が
衣
裳
の
制
作
や
管
理
に
携
わ

る
こ
と
は
珍
し
い
。

た
だ
し
、
紺
屋
が
衣
裳
を
扱
っ
て
い
た
例
も
あ
り
、
兵
庫
県
北
部
の
旧
家
が
知

（
�
）

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
旧
家
で
は
、
明
治
中
期
ま
で
紺
屋
を
営
ん
で
い
た
。
芝
居
好

き
だ
っ
た
十
代
目
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
、
歌
舞
伎
舞
台
を
建
て
て
、

興
行
を
行
な
う
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
で
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
衣
裳
類
を
集
め

た
と
い
う
。
つ
ぎ
の
十
一
代
目
は
、
京
都
や
大
阪
か
ら
も
衣
裳
を
購
入
し
た
以
外

に
、
仕
立
師
や
刺
繍
師
、
着
付
師
な
ど
を
手
配
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
衣
裳
は
、

素
人
が
芝
居
を
行
な
う
時
に
限
っ
て
貸
し
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
葛
畑
の
場
合
も
、
紺
屋
が
衣
裳
を
制
作
し
て
管
理
し
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
臨
時
的
に
刺
繍
や
仕
立
な
ど
の
職
人
を
雇
っ
て
い
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

図 3 牡丹獅子文様 与天
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そ
れ
で
は
、
葛
畑
の
紺
屋
は
、
歌
舞
伎
衣
裳
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ

う
な
資
料
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
衣
裳
の
制
作
に
関
す
る
資
料
の
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
の
葛
畑
の
歌
舞

伎
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
の
歌
舞
伎
衣
裳
研
究
に
お
い
て
も
、
あ
ま
り
行
な
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
葛
畑
に
は
、
衣
裳
の
制
作
過
程
に
深
く
関
わ
る
と
考

え
ら
れ
る
書
物
が
二
冊
残
っ
て
い
る
。
松
崎
茂
氏
の
調
査
の
時
点
で
、
こ
れ
ら
の

書
物
は
紺
屋
が
使
っ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、
こ
の
書

物
に
「
衣
裳
染
物
見
本
絵
本
」
と
い
う
表
題
が
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
み

て
み
た
い
。

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
の
概
要

松
崎
氏
が
い
う
「
衣
裳
染
物
見
本
絵
本
」
は
、
現
在
葛
畑
演
劇
資
料
館
で
は

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
と
い
う
資
料
名
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
二
冊
の

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
表
題
が
付
い
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
Ａ
本
・
Ｂ
本
と
し
て
区
別
し
て
表
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
み
て
み

た
い
。

◎
Ａ
本
（
縦
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

（
七
月
ヵ
）

表
紙
が
付
い
た
袋
綴
じ
の
板
本
で
、
表
紙
に「
明
治
三
年

ゑ
ほ
ん

午
□
□

（
畑
ヵ
）

十
九
日
」、
裏
表
紙
に
「
葛
□

中
紺
屋

□
□
」
と
あ
り
（
図
４
）、
裏
表
紙

（
歳
ヵ
）

の
見
返
し
部
分
に
は
「
明
治
三
蔵

午
七
月
十
九
日

葛
畑
村

西
村
熊
吉
所
」

と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
５
）。
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
、
五
十
丁
で
あ
る
。

巻
頭
の
序
文
と
巻
末
の
跋
文
・
刊
記
は
な
く
、
丁
に
よ
っ
て
は
、
か
な
り
摩
耗

し
た
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
袋
綴
じ
に
し
た
各
丁
の
折
り
目
部
分
の
板
心
に

は
、「
畫
本
巻
」
と
あ
り
、
Ａ
本
の
三
十
四
丁
裏
に
は
「
メ
ム
ツ
ギ
シ
ヤ
フ

カ

ヅ
ラ
ハ
タ

ナ
カ
ゴ
ン
ヤ
」「
熊
吉
」
な
ど
の
墨
書
の
ほ
か
に
、「
題
号
を
繪
本
初

え
ほ
ん
し
ょ
し
ん
は
し
ら
だ
て

心
柱
立
」
と
い
う
文
面
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
繪
本
初
心
柱
立
』
と

い
う
板
本
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
繪
本
初
心
柱
立
』
と
い
う
板
本
は
上
中
下
三
巻
か
ら
な
り
、
正
徳
五
年
（
一

七
一
五
）
に
出
版
さ
れ
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

（
�
）

な
ど
何
度
も
板
を
重
ね
た
ほ
ど
広
く
流
布
し
て
い
た
書
物
で
あ
る
。
巻
頭
の
序
に

は
「
古
今
名
筆
の
書
捨
を
集
て
愚
筆
に
作
り
す
ぐ
に
題
号
を
繪
本
初
心
柱
立
と

し
侍
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
の
主
な
構
成
と
し
て
は
、
上
巻
に
は
猩
々
・
獅
子
・
龍
な
ど
の
想
像
上
の

生
き
物
を
は
じ
め
、
猿
・
馬
・
牛
・
犬
・
猫
な
ど
の
身
近
な
動
物
類
と
魚
介
類
、

中
巻
に
は
鳥
類
、
下
巻
に
は
植
物
類
や
昆
虫
類
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
鳥

類
に
つ
い
て
は
羽
の
色
や
そ
の
特
徴
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
・
中
巻
・
下

巻
の
本
文
の
丁
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
七
丁
、
二
十
丁
、
十
八
丁
で
あ
る
。

『
繪
本
初
心
柱
立
』
の
巻
末
の
跋
文
に
は
、「
繪
本
の
類
書
世
に
多
し
今
改
む
る

に
ハ
あ
ら
ず
筆
勢
愚
な
る
ハ
至
ら
ざ
ら
ん
ゆ
へ
と
御
ゆ
る
し
給
へ
唯
初
心
の
便
に

も
な
れ
と
思
の
ミ
」
と
あ
り
、
こ
の
板
本
が
絵
の
描
き
方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
用

い
る
「
絵
手
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
『
繪
本
初
心
柱
立
』
と
Ａ
本
の
各
丁
の
図
を
照
合
し
て
比
較
し
た
の
が
表

１
で
あ
る
。
そ
の
内
容
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

Ａ
本
は
『
繪
本
初
心
柱
立
』
を
下
・
中
・
上
巻
の
順
で
一
冊
に
綴
じ
た
も
の
で
あ
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る
こ
と
が
判
明
し
、
同
書
の
上
巻
の
序
文
が
、
Ａ
本
の
三
十
四
丁
表
裏
の
部
分
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ａ
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
丁
も
あ
る
。
本
来
『
繪
本
初
心
柱
立
』
下
巻
の
「
梅

む
く
げ

て
ま
り

か
や

の
う
ぜ
ん
か
づ
ら

・
紅
梅
」「
桜
・
糸
桜
」「
木
槿
・
毬
花
」「
蔦
・
榧
・
椎
・
凌
霄
花
」、
同
中
巻
の

う
そ

か
も
め

か
し
と
り

「
孔
雀
・
女
鳥
」「
女
鳥
」「
�
・
鷗
」「
燕
・
�
」「
鷲

く
ま
た
か

あ
ふ
む

し
と
ゝ

く
ゐ
な

き
ん

・
皂
鵰
・
鸚
鴣
・
鵐
」「
水
鶏
・
鳶
」「
烏
・
鶉
」「
錦

け
い

す
い
し
や
く

は
く
か
ん

か
は
せ
み

鶏
・
翠
雀
」「
白
鷴
・
翡
翠
」、
同
上
巻
の
「
麒
麟
・

さ
い

ゐ
の
し
ゝ

り
ゅ
う
も
ん
の
た
き
こ
い

犀
」「
貘
・
野
猪
」「
龍
門
瀧
鯉
」
の
図
は
Ａ
本
に
残

っ
て
い
な
い
。

Ａ
本
は
丁
が
破
損
す
る
ほ
ど
使
用
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
各
丁
の
各
図
の
欄
外

に
、「
八
十
両
」「
七
十
五
両
」
と
い
っ
た
価
格
と
思
わ

れ
る
墨
書
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
に
検
討
し
た
い
。

◎
Ｂ
本
（
縦
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

表
紙
が
付
い
た
袋
綴
じ
の
板
本
で
、
Ａ
本
の
表
紙
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
、
所
蔵
者
名
や
年
月
日
な
ど
の
記
載

は
な
い
。
丁
数
は
、
表
紙
を
除
い
て
、
五
十
一
丁
で
あ

る
。一

丁
表
に
は
「
繪
本
冩
寳
袋
八
之
巻
」（
図
６
）、
十

七
丁
表
に
は
「
繪
本
冩
寳
袋
九
之
巻
目
録
上
」、
三
十

五
丁
表
に
は
「
繪
本
冩
寳
袋
九
之
巻
目
録
下
」、
五
十

図 5 左：A 本の裏表紙 見返し、右：A 本の 44丁裏・45丁表 見開き

図 4 左：A 本の表紙、右：A 本の裏表紙
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表 1 A 本と『繪本初心柱立』 上巻・中巻・下巻の比較

『
繪
本
初
心
柱
立
』
下
巻

A 本の内容
（【 】内は A 本になく、

『繪本初心柱立』にみられる丁）
松に藤・若松
竹・漢竹・長間竹（しのべたけ）・
筍（たかんな）
【梅・紅梅】
【桜・糸桜】
柳・楓
南天・藜蘆（おもと）・杦（すぎ）・
蓑虫
桃・源平桃・梨
栗・蝉・林檎・蜜柑（みつかん）
橘・梔（くちなし）・梔實・柚（ゆ）
石榴（じやくろ）・葎（むぐら）・銀
杏
柊・伊吹木（いぶき）・棕櫚（しゆ
ろ）・黄楊（つげ）
桐・蜘蛛巣・樗（あふち）・百足
【木槿・毬花】 ※破れ
【蔦・榧（かや）・椎・凌霄花（のう
ぜんかづら）】※破れ
柏・胡桃・梶葉（かじのは）・松茸
椿・沈丁花（ぢんちやうけ）・桜草
（さくらくさ）・海棠（かいどう）
��（はさみむし）・笹龍膽（ささ
りんだう）・水木・芭蕉・��（やま
ぶき）・螻（けら）
蝶・牡丹・鳳蝶（あげはてふ）・菫
草（すみれくさ）・芍薬・蜻蛉（とん
ぼう）
�李（にはむめ）・梅嫌（むめもど
き）・皐月・羊躑躅（もちつゝじ）
蘓鐵・虻・垣衣（しのぶ）・庭桜・
��（えびついばら）・蕨
秋海棠（しうかいどう）・�（たま
むし）・薔薇（いばらしやうび）・烏
頭・甲虫・華蔓（けまんさう）
桔梗・女郎花・轡虫（くつわむし）
・山茨菰（ほうづき）・菊・薄
蘭・春菊（かうらいきく）・美人草・
罌粟（けし）
蜂・石荷（ゆきのした）・鶏頭花
（けいとうげ）・鴈緋（がんひ）
石竹・薊菜（あざみ）・瞿麥（なで
しこ）・石菖（せきしやう）・旋覆花
（おぐるま）・鳳仙花・金銭花
鉄線花・蓮花草・酸漿（かたば
み）・杦菜・土筆・蒲公英（たん
ほゝ ）・百合草（ゆり）・秋葵（しうき）
・紅花（こうくわ）
芙蓉・蘭（ふぢばかま）・刈萱・蛬
（きりぎりす）・萩
蓮・蛙・河骨（かうほね）・杜若・
	虫（まひまひむし）・鈴虫・松虫
菖蒲（しやうぶ）・螢・蓬・蒲・澤瀉
（おもだか）・菖蒲（あやめ）
蜻蛉・露草・蚊張釣草・小蓮花・
沢桔梗・覆盆子（いちご）・白葵・
白小葵
蒲萄（ぶだう）・蟻・瓢簟・蟷蜋

蕣（あさがほ）・蓬
（つるいち
ご）・茶山花（さゞ んくわ）・水仙花

A 本の
丁数

1丁表

1丁裏

―
―

2丁表

2丁裏

3丁表
3丁裏
4丁表

4丁裏

5丁表

5丁裏
6丁表

6丁裏

7丁表

7丁裏

8丁表

8丁裏

9丁表

9丁裏

10丁表

10丁裏

11丁表

11丁裏

12丁表

12丁裏

13丁表

13丁裏

14丁表

14丁裏

15丁表

15丁裏

『
繪
本
初
心
柱
立
』
上
巻

序文

猩々

獅子

豹・虎・虎子
虎・豹
象
【麒麟・犀（さい）】
【貘（ばく）・野猪（ゐのしゝ ）】
狼・豺（やまいぬ）・熊
鹿・女鹿・女狐・男狐
猿猴・狸
貉（むじな）・羊
猿・兎
靈猫（じやかう）・犬・�犬（とう
けん）
猫・小犬（ちん）・狗�（ゑのこ
ろ）
栗鼠（りす）・鼬（いたち）・
（てん）
鼠・白鼠・廿日鼠・繋馬（つな
ぎむま）・猿
連銭葦毛（れんぜんあしけ）・
髪白（ひたいじろ）・駮（ぶち）・
雪踏（よつじろ）・鹿毛（かげ）・
黒馬
紅梅つき毛・河原毛・栗毛・糟
毛（かすげ）・葦毛・柑子栗毛
（かうしくりげ）・野馬
野牛・黄牛
めうし・犢特牛（こというし）・星
斑牛（ほしまだらうし）
上り龍・下り龍
雲龍・雨龍
飛龍・とび龍
輪龍・龍之丸
海老・はせゑび・石亀・すつほ
ん・緑毛亀（みのがめ）
��（がざめ）・蟹・亀・緑毛亀
【龍門瀧鯉】※破れ
鯛・小鯛・鱸（すゞき）・鱠残魚
（きすご）・鮭・�（くち）・鯖・�
（せいご）・馬鮫（さはら）・�
（とびうを）・鱒（ます）・鰶（この
しろ）・�・鰈（かれい）
魚虎・鮫・尨魚（くろだい）・�
（かなかしら）・章挙（たこ）・麺
條（しろうを）・鯵・烏賊・鱣・鯧
・河豚・鰛・江猪・�（いしもち）
・海鰻（はも）
年魚（あゆ）・鯽（ふな）・鮧（な
まづ）・小鮒・鰻・小鰕（こゑび）
・蟹
鯉・鯔（ぼら）・鯣（はす）・�（う
ぐひ）・鰌（とぢやう）
梅花貝・花貝・かたし貝・桜貝
・都貝・舟貝・蜆貝・いたら貝・
ぜゝ 貝・蛤貝・蚶（あかゞ ひ）
唄・蛎貝・われ貝・ますほ貝・
みなし貝・田螺・蚌（からすが
い）・螺・梭（ほらのかい）・空
貝・鰒（あわび）

34丁
表・裏

35丁表
35丁裏
・

36丁表
36丁裏
37丁表
37丁裏

―
―

38丁表
38丁裏
39丁表
39丁裏
40丁表

40丁裏

41丁表

41丁裏

42丁表

42丁裏

43丁表

43丁裏

44丁表

44丁裏
45丁表
45丁裏
46丁表

46丁裏

47丁表
47丁裏

48丁表

48丁裏

49丁表

49丁裏

50丁表

50丁裏

『
繪
本
初
心
柱
立
』
中
巻

【孔雀・女鳥】
【女鳥】
鳳凰
靍（つる）
靍
音呼鳥（いんことり）・鶺鴒
（せきれい）
靍・鶺鴒
杜鵑（ほとゝ きす）・鵲（かさゝ
ぎ）
鷹・雉子・鴛
鵠（くゞ い）・雉
【�（うそ）・鷗（かもめ）】
【燕・�（かしとり）】
山鶏（やまどり）・鴈（がん）
鴛鴦（をしとり）・鳩
�（ましこ）・�（ひよどり）
小こく・鶤鶏（とうまる）・鶏・
�（ひよこ）
白鷹・のご鳥
雲雀・鶍（いすか）
【鷲・皂鵰（くまたか）・鸚鴣
（あふむ）・鵐（しとゝ ）】※破
れ
梟・角鴟（みゝ づく）・鷦鷯（み
そさゞ い）
【水鶏（くゐな）・鳶】
【烏・鶉】
【錦鶏・翠雀（すいしやく・る
り）】
【白鷴（はくかん）・翡翠（か
はせみ）】
鵙（もず）・ふんとり
鶸（ひわ）・鶲（ひたき）・桑�
（あつとり）
はとう鳥・蝙蝠
あをぢ・をとり・めとり・とき
鶯・鳧（かも）
八頭（やつかしら）・��（か
いつふり）
蠟嘴（まめどり）・かつこうど
り・畫眉（ほうじろ）・鶚（みさ
ご）
とうくわ鳥・深山畫眉（みや
まほうじろ）・鴻（ひしくい）
啄木（てらつゝ き）・めじろ
鷸（しき）・竹鶏（やましぎ）・
鶇（つぐみ）
雀・千鳥
山雀（やまがら）・四十雀（し
じうから）・駒鳥・きひたゝ き・
�々鳥（はゝ てう）
さんかう鳥・練鵲（れんじや
く）・きやうきやうし鳥・嶋�
（しまひよどり）
ゑなか鳥・かうざし・ひかう
鳥
烏鳳（おながとり）・山鵲（さ
んしやく）・白鷺・青鷺・五位
鷺
吐綬鶏（とじゆけい）・鸕 
（う）・鶩（あひる）

―
―

18丁表
18丁裏
19丁表

19丁裏

20丁表

20丁裏

21丁表
21丁裏

―
―

22丁表
22丁裏
23丁表

23丁裏

24丁表
24丁裏

25丁表

25丁裏

―
―

―

―

26丁表

26丁裏

27丁表
27丁裏
28丁表

28丁裏

29丁表

29丁裏

30丁表

30丁裏

31丁表

31丁裏

32丁表

32丁裏

33丁表

33丁裏
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※『繪本初心柱立』は、東北大学附属図書館所蔵狩野文庫蔵本（宝暦 11年板）のマイクロフィルム版を参照した。

『
繪
本
初
心
柱
立
』
下
巻

蠅・木賊（とくさ）・慎花（いはれん
げ）・�花（ぎぼうし）・射干（から
すあふぎ）・檜扇（ひあふぎ）・馬
藺草（ばりんさう）・鴟尾（いちは
つ）
蘩�（はこべ）・麻・蜻蚓（こうろ
ぎ）・�荷竹（みやうがだけ）・浅
瓜・真桑瓜・大根・蕪（な）
粟・竈馬（いとゞ ）・麦・冬瓜（かも
うり）・稗・茄子
稲・螽（いなご）・小角豆（さゝ げ）・
蜀黍（たうきび）・芹
【刊記】

16丁表

16丁裏

17丁表

17丁裏

―

表 2 B 本と『繪本冩寳袋』八之巻・九之巻上・九之巻下の比較

『
繪
本
冩
寳
袋
』
九
之
巻
下

※『繪本冩寳袋』は、東北大学附属図書館所蔵狩野文庫蔵本（明和 7年板）のマイクロフィルム版を参照した。

繪本冩寳袋九之巻目録下

騶虞（すうぐ）

海馬

鹿

麋（おゝしか）

�（かましゝ ）

麝香（じやかう）

楮に羊

綿羊（めんやう）・秋葵

牛・特
【牛・特】
【柳に牝牛】
梅に牝牛

水牛

駝（だ）

驢（ろ）
同草畫

冬荻に狼

菊に狐

木賊に兎

白鼠（はくそ）

再刻冩寳袋附言

刊記

35丁表・
35丁裏
36丁表
36丁裏・
37丁表
37丁裏・
38丁表
38丁裏・
39丁表

39丁裏

40丁表
40丁裏・
41丁表
41丁裏・
42丁表
42丁裏

―
―

43丁表
43丁裏・
44丁表
44丁裏・
45丁表
45丁裏
46丁表
46丁裏・
47丁表
47丁裏・
48丁表
48丁裏・
49丁表

49丁裏

50丁表・
50丁裏
51丁表

『
繪
本
冩
寳
袋
』
九
之
巻
上

繪本冩寳袋九之巻目録上

遠山麒麟
沢獣（たくじう）
獅々子千丈嶽・狻猊（しゆん
げい）

獅々狻猊（ししさんげい）

牡丹ニ飛猊（とびしゝ ）

獬豸（かいち）
貘

谷水に虎

雨の虎

松に豹

松に象

犀（さい）

松に熊

野猪（ゐのしゝ ）

秋野に臥猪（ふすゐ）

鐵蕉ニ�犬（かうけん）

�犬（なうけん）

靈猫（じやかうねこ）・芙蓉

猫児

猿（ゑん）・臂長猿（ひぢな
がざる）

17丁表・
17丁裏
18丁表
18丁裏

19丁表

19丁裏・
20丁表
20丁裏・
21丁表
21丁裏
22丁表
22丁裏・
23丁表
23丁裏・
24丁表
24丁裏・
25丁表
25丁裏・
26丁表
26丁裏・
27丁表
27丁裏・
28丁表
28丁裏・
29丁表
29丁裏・
30丁表
30丁裏・
31丁表
31丁裏・
32丁表
32丁裏・
33丁表
33丁裏・
34丁表

34丁裏

『
繪
本
冩
寳
袋
』
八
之
巻

B 本の内容
（【 】内は B 本になく、

『繪本冩寳袋』にみられる丁）
【繪本冩寳袋八之巻目録】
繪本冩寳袋八之巻 禽獣之部
掛繪・屏風・歩障・畫壁・障子・
押繪

桐に鳳凰の圖

松に孔雀

桜に雉子

竹に野鶏（きじ）
【竹に野鶏】
【竹に靏】
【鵰（くまたか）】
鷲
猫頭鳥（みゝ つく）
鴟�（ふくろう）

蘆鴈（あしにかり）

柳に蒼鷺（あをさぎ）

柏に山雉（やまどり）
【白鷴（はつかん）・木蘭花】
白鷴鴟（はつかんめどり）

雪に烏鴉（からす）

梅に山鵲（さんじやく）

竹に鶏

粟・鶉

水なぎに鴫
松に鸚鵡

柳に燕

大和松ニ蒼鷹（おゝ たか）
黄鷹
【舞靏の図】
【�	（はくてう）】
【岩に緋音呼】
【梅に鶯】
【鶤鶏】
巣籠

B 本の
丁数

―

1丁表

1丁裏・
2丁表
2丁裏・
3丁表
3丁裏・
4丁表
4丁裏

―
―
―

5丁表
5丁裏
6丁表
6丁裏・
7丁表
7丁裏・
8丁表
8丁裏

―
9丁表
9丁裏・
10丁表
10丁裏・
11丁表
11丁裏・
12丁表
12丁裏・
13丁表
13丁裏
14丁表
14丁裏・
15丁表
15丁裏
16丁表

―
―
―
―
―

16丁裏
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丁
表
に
は
「
再
刻
冩
寳
袋
附
言
」
と
み
え
る
。
刊
記
に
は
、

作
者
畫
工

浪
速

橘
氏
守
國

彫
刻
氏

大
坂

藤
村
善
右
衛
門

同

故
人
四
郎
兵
衛
門
人

藤
江
文
助

享
保
五
子
年
九
月
吉
日

明
和
七
寅
年
正
月
吉
日
再
版

書
林

大
坂
心
齊
橋
順
慶
町
柏
原
屋

澁
川
清
右
衛
門
版

と
あ
る
。

え
ほ
ん
し
ゃ
ほ
う
ぶ
く
ろ

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
Ｂ
本
は
、
橘
守
国
作
の
『
繪
本
冩
寳
袋
』
と
い
う
板
本

の
八
之
巻
、
九
之
巻

上
、
九
之
巻
下
を
合

冊
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
特
定
で
き

（
�
）
る
。作

者
の
橘
守
国

（
一
六
七
九
〜
一
七

四
八
）
は
、
狩
野
派

の
画
法
を
学
ん
だ
大

坂
の
絵
師
で
、『
繪

本
冩
寳
袋
』
の
ほ
か

に
も
絵
手
本
を
多
数

（
�
）

出
版
し
た
。

『
繪
本
冩
寳
袋
』

は
九
巻
十
冊
か
ら
な

り
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
出
版
さ
れ
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）、
元
治

（
�
）

元
年
（
一
八
六
四
）
な
ど
何
度
も
板
を
重
ね
た
板
本
で
あ
っ
た
。
同
書
（
一
之

巻
）
巻
頭
の
「
繪
本
冩
寳
袋
叙
」
に
は
、「
不
以
畫
本
不
得
成
形
狀
畫
本
者
規
矩

也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
板
本
も
絵
の
描
き
方
を
学
ぶ
た
め
に
用
い
る
絵
手

本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
繪
本
冩
寳
袋
』
の
構
成
は
、
一
之
巻
か
ら
三
之
巻
ま
で
が
日
本
の
故
事
伝
記
、

四
之
巻
か
ら
七
之
巻
ま
で
が
中
国
故
事
、
八
之
巻
・
九
之
巻
上
・
九
之
巻
下
の
禽

獣
の
三
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

『
繪
本
冩
寳
袋
』
の
八
之
巻
・
九
之
巻
上
・
九
之
巻
下
の
丁
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
三
丁
、
十
八
丁
、
十
七
丁
で
あ
る
。
八
之
巻
・
九
之
巻
上
・
九
之
巻
下
に

は
、
鳳
凰
・
獅
子
・
貘
な
ど
想
像
上
の
生
き
物
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
・
植

物
類
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
描
き
方
や
彩
色
方
法
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い

る
。『

繪
本
冩
寳
袋
』
と
Ｂ
本
の
各
丁
の
図
を
照
合
す
る
と
、
両
書
の
内
容
が
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
両
書
の
内
容
を
比
較
し
た
も
の
が
表
２
で
あ

き

じ

つ
る

る
。
表
２
に
よ
る
と
、『
繪
本
冩
寳
袋
』
八
之
巻
の
「
竹
に
野
鶏
」「
竹
に
靏
」

く
ま
た
か

は
つ
か
ん

は
く
て
う

ひ

い
ん

こ

「
鵰
」「
白
鷴
・
木
蘭
花
」「
舞
靏
の
図
」「
�
�
」「
岩
に
緋
音
呼
」「
梅
に
鶯
」

こ
ん
け
い

こ
と

ひ
ん
ぎ
う

「
鶤
鶏
」、
同
九
之
巻
下
の
「
牛
・
特
」「
柳
に
牝
牛
」
の
図
は
Ｂ
本
に
み
ら
れ
な

い
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
葛
畑
の
紺
屋
が
使
っ
て
い
た
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見

本
」
二
冊
は
、
Ａ
本
が
『
繪
本
初
心
柱
立
』
上
・
中
・
下
巻
を
一
冊
に
綴
じ
た
も

の
、
Ｂ
本
が
『
繪
本
冩
寳
袋
』
の
八
之
巻
・
九
之
巻
上
・
九
之
巻
下
を
一
冊
に
綴

じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
繪
本
初
心
柱
立
』
と

『
繪
本
冩
寳
袋
』
は
両
書
と
も
、
絵
の
描
き
方
を
学
ぶ
た
め
の
書
物
と
し
て
刊
行

図 6 B 本の 1丁表
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さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
は
い
つ
合
冊
さ
れ
、
誰
が
所
持
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
現
在
の
形
の
よ
う
に
合
冊
さ
れ
た
時
期
を
考
え

て
み
た
い
。

（
七
月
ヵ
）

Ａ
本
の
表
紙
に
は
、「
明
治
三
年

ゑ
ほ
ん

午
□
□
十
九
日
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
物
は
、
明
治
三
年
に
合
冊
さ
れ
、
も
と
も
と

「
ゑ
ほ
ん
」
と
い
う
名
前
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
明
治

三
年
は
、
藤
田
甚
左
衛
門
が
葛
畑
座
を
旗
揚
げ
し
た
年
に
あ
た
る
。

一
方
の
Ｂ
本
に
つ
い
て
は
、
Ａ
本
の
よ
う
な
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
Ｂ
本
も
、
Ａ
本
と
同
様
に
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
「
絵
手
本
」
の
数

冊
を
綴
じ
合
せ
て
、
一
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
本
も
明
治

三
年
頃
に
合
冊
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

で
は
、
こ
の
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
所
持
し
て
い
た
の
は
、
ど
の
よ

う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
歳
ヵ
）

Ａ
本
の
裏
表
紙
の
見
返
し
部
分
に
は
、「
明
治
三
蔵

午
七
月
十
九
日

葛
畑

村

西
村
熊
吉
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
記
か
ら
、「
西
村
熊
吉
」
と
い

う
人
物
が
、
葛
畑
座
旗
揚
げ
の
明
治
三
年
に
こ
の
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
で
き
る
。
西
村
熊
吉
が
ど
の
よ
う
な
経
歴
の
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治

（
�
）

二
十
五
年
の
舞
台
新
築
時
の
寄
付
者
の
中
に
同
じ
名
前
が
見
出
せ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
葛
畑
の
歌
舞
伎
を
支
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
畑
ヵ
）

ま
た
、
Ａ
本
の
裏
表
紙
に
は
「
葛
□
中
紺
屋
」
と
い
う
表
記
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

西
村
熊
吉
は
中
紺
屋
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
Ｂ
本
も
、
所
持

者
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ａ
本
と
と
も
に
西
村
熊
吉
が
持
っ
て
い
た
と
推

測
す
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
中
紺
屋
は
葛
畑
座
の
舞
台
背
景
な
ど
を
担
当

し
て
い
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
衣
裳
の
制
作
も
行
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
葛
畑
座
の
歌
舞
伎
衣
裳
の
制
作
や
管
理
、
衣
裳
付
け
の
担
当
、
舞

台
装
置
に
関
す
る
仕
事
な
ど
の
役
割
を
、
三
軒
の
紺
屋
が
ま
っ
た
く
別
々
に
担
当

し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
互
い
に
連
携
し
て
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
と
衣
裳
の
関
係

つ
ぎ
に
、
葛
畑
の
紺
屋
が
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
衣
裳
制
作
の
際

に
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
と
し
て
使
わ
れ
た
『
繪
本
初
心
柱
立
』
や
『
繪

本
冩
寳
袋
』
な
ど
は
、「
絵
手
本
」
や
「
絵
本
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
、

絵
の
描
き
方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
板
本
の
一
種
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

容
は
動
物
・
植
物
な
ど
を
描
い
た
図
が
丁
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
図
の
題
名
、
彩

色
や
描
き
方
な
ど
を
詳
し
く
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
本
は
絵
の
描
き
方
の
学
習
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

工
芸
品
を
手
が
け
る
職
人
た
ち
の
図
案
集
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と

（
�
）

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
絵
手
本

が
、
絵
画
だ
け
で
な
く
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、
作
品
の
図
案
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

葛
畑
の
場
合
で
も
、『
繪
本
初
心
柱
立
』
や
『
繪
本
冩
寳
袋
』
と
い
っ
た
絵
手

本
が
、
絵
の
描
き
方
を
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
衣
裳
の
文
様
を
作
る
図
案

と
し
て
紺
屋
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
繪
本
初
心
柱
立
』
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や
『
繪
本
冩
寳
袋
』
を
綴
っ

た
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見

本
」
は
、
衣
裳
の
文
様
の
図

案
を
考
え
る
た
め
に
使
わ
れ

た
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見

本
」
が
、
衣
裳
の
文
様
を
制

作
す
る
た
め
の
図
案
と
し
て

使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
現
在
残
っ
て
い
る
歌
舞
伎
衣
裳
の
文
様
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
先
に
み
た
、
上
紺
屋
が
管
理
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」・「
孔
雀
文
様

打
掛
」・「
牡
丹
獅
子
文
様

与
天
」
の
三
点
の
文
様
に
注
目
し
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
に
み
ら
れ

る
図
と
対
照
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」
の
背
に
施
さ
れ
た
龍
の
文
様
と
類
似
し
た

図
が
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た

い
。
そ
う
す
る
と
、
Ａ
本
に
は
、「
上
り
龍
・
下
り
龍
」（
四
十
四
丁
裏
）、「
雲

龍
」（
四
十
五
丁
表
）、「
輪
龍
・
龍
之
丸
」（
四
十
六
丁
表
）
の
図
が
描
か
れ
て
お

り
、
特
に
、
Ａ
本
の
「
上
り
龍
・
下
り
龍
」
の
図
は
、
衣
裳
に
施
さ
れ
た
龍
の
文

様
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

「
上
り
龍
」
の
図
は
、
上
方
に
向
か
っ
て
開
い
た
口
や
左
を
向
い

た
頭
部
な
ど
、
そ
の
表
情
が
衣
裳
の
文
様
と
よ
く
似
て
い
る
（
図

７
）。
ま
た
、
衣
裳
の
龍
の
文
様
に
み
ら
れ
る
二
股
に
分
か
れ
た
角

の
方
向
の
様
子
は
、「
下
り
龍
」
の
図
も
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
（
図
８
）。

「
上
り
龍
・
下
り
龍
」
両
図
に
共
通
す
る
口
を
開
い
た
表
情
や
、

左
を
向
い
た
頭
部
、
上
方
を
向
い
た
眼
と
鼻
先
の
様
子
は
、
ま
さ
に

衣
裳
に
刺
繍
さ
れ
た
龍
の
文
様
と
類
似
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ａ
本
の
「
雲
龍
」（
図
９
）、
お
よ
び
「
輪
龍
・
龍
之

丸
」（
図
１０
）
の
図
を
み
て
み
た
い
。

「
雲
龍
」
と
「
輪
龍
・
龍
之
丸
」
の
図
は
、
頭
部
が
左
を
向
き
、

眼
は
正
面
を
と
ら
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衣
裳
に
付
け
ら
れ
た
龍
の

文
様
と
似
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
図
も
龍
の
口
は
閉
じ

図 7 左：龍の文様、右：「上り龍」図（A 本 44丁裏）

図 8 「下り龍」図（A 本 44丁裏）
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た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衣
裳
に
刺
繍
さ
れ
て
い
る
口
を
開
い
た
龍

の
文
様
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
衣
裳
に
施
さ
れ
た
龍
の
文
様
は
、
主
と
し
て
Ａ
本
中
に
あ
る

「
上
り
龍
・
下
り
龍
」
の
図
を
も
と
に
し
て
作
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
雲
龍
」
と
「
輪
龍
・
龍
之
丸
」
の
図
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
て
衣
裳
の
文
様
を
制
作
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

一
方
の
Ｂ
本
に
は
、
龍
の
図
は
み
え
な
い
。
ま
た
、
Ｂ
本
の
も
と
と
な
る
『
繪

本
冩
寳
袋
』（「
八
之
巻
」、「
九
之
巻
上
」、「
九
之
巻
下
」）
に
お
い
て
、
龍
の
図

の
有
無
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
関
係
す
る
図
は
み
ら
れ
な
い
（
表
２
）。

そ
れ
で
は
、「
孔

雀
文
様

打
掛
」
の

背
に
み
ら
れ
る
孔
雀

の
文
様
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
文
様

と
類
似
し
た
図
は
、

Ｂ
本
に
描
か
れ
た

「
松
に
孔
雀
」（
二
丁

裏
・
三
丁
表
）（
図

１１
）
が
あ
る
。
孔
雀

の
尾
羽
の
表
現
は
、

衣
裳
の
文
様
は
下
方

へ
垂
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
Ｂ
本
の
図
は

そ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
後
方
へ
伸
び
て
い
る
点
が
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
身
体
は
左
を
向
き
、
頭
部
を
右
に
反
ら
し
た
、
全
体
的
な
姿
勢

は
、
Ｂ
本
の
「
松
に
孔
雀
」
の
図
に
酷
似
し
て
い
る
（
図
１２
）。

ま
た
、
Ｂ
本
に
は
、
孔
雀
の
描
き
方
や
彩
色
に
つ
い
て
も
、「
目
の
ま
ハ
り
あ

さ
ぎ
生
ゑ
ん
じ
く
ま
」
と
し
、
毛
は
「
惣
毛
が
き
金
で
い
」、
羽
は
「
朱
す
ミ
金

泥
」
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、
衣
裳
の
孔
雀
は
、
目
の
ま
わ
り
に
水
色
す
な
わ
ち

浅
葱
色
の
糸
が
使
わ
れ
、
身
体
や
羽
は
金
糸
の
刺
繍
で
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

羽
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
赤
色
の
配
色
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｂ
本
に
記
さ
れ
て
い

る
「
あ
さ
ぎ
」「
金
泥
」「
朱
す
ミ
」
と
い
う
色
は
、
衣
裳
の
文
様
に
使
わ
れ
た
色

に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図 9 「雲龍」図（A 本 45丁表）

図 10 「輪龍・龍之丸」図（A 本 46丁表）

図 11 「松に孔雀」図（B 本 2丁裏・3丁表）
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こ
の
こ
と
は
、
Ｂ
本
の
「
松
に
孔
雀
」
の
図
や
色
を
参
考
に
し
て
、
衣
裳
の
文

様
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
Ａ
本
の
方
に
は
、
孔
雀
の
図
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
Ａ
本
の
も

と
と
な
る
『
繪
本
初
心
柱
立
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
書
の
中
巻
に
孔
雀
の
図

が
み
ら
れ
る
（
表
１
）。
し
か
し
、『
繪
本
初
心
柱
立
』
中
巻
に
み
ら
れ
る
孔
雀

は
、
身
体
が
右
を
向
き
、
羽
を
広
げ
た
一
羽
と
、
そ
の
羽
の
後
ろ
か
ら
頭
部
と
首

の
あ
た
り
を
出
し
た
一
羽
が
描
か
れ
、

Ｂ
本
に
描
か
れ
た
よ
う
な
図
様
と
は
異

な
る
。

以
上
の
点
か
ら
も
、「
孔
雀
文
様

打
掛
」
の
文
様
は
、
Ｂ
本
の
図
を
参
考

に
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。さ

ら
に
、「
牡
丹
獅
子
文
様

与
天
」

の
背
に
施
さ
れ
た
獅
子
の
文
様
に
注
目

し
た
い
。
Ａ
本
に
は
「
獅
子
」（
三
十

五
丁
裏
・
三
十
六
丁
表
）
の
図
が
あ

り
、
衣
裳
に
施
さ
れ
た
獅
子
の
文
様
に

類
似
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
図
１３
）。

特
に
、
Ａ
本
の
三
十
六
丁
表
の
左
右

に
描
か
れ
た
獅
子
の
図
と
衣
裳
の
文
様

を
比
較
し
て
み
た
い
（
図
１４
）。
三
十
六
丁
表
の
右
上
に
描
か
れ
た
獅
子
の
図
は
、

頭
部
が
ほ
ぼ
正
面
を
向
い
て
お
り
、
衣
裳
に
施
さ
れ
た
獅
子
の
文
様
と
表
情
が
似

て
い
る
。
た
だ
し
、
衣
裳
に
み
ら
れ
る
獅
子
の
文
様
と
比
較
す
る
と
、
三
十
六
丁

表
の
右
上
に
描
か
れ
た
獅
子
の
身
体
は
右
を
向
い
て
い
る
の
に
対
し
、
衣
裳
の
文

様
は
左
を
向
い
て
い
る
。
し
か
し
、
頭
部
や
身
体
、
尾
の
毛
並
み
は
Ａ
本
の
図
に

類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
十
六
丁
表
の
左
側
に
描
か
れ
た
獅
子
の
図
は
、
頭
部

は
右
を
向
い
て
い
る
が
、
衣
裳
に
刺
繍
さ
れ
た
獅
子
の
文
様
の
よ
う
に
、
前
に
か

が
む
よ
う
な
姿
勢
も
確
認
で
き
る
。

一
方
の
、
Ｂ
本
に
お
い
て
も
、「
狻
猊
」（
十
九
丁
表
）、「
獅
々
狻
猊
」（
十
九

図 12 左：孔雀の文様、右：「松に孔雀」図（B 本 3丁表）

図 13 「獅子」図（A 本 35丁裏・36丁表）
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丁
裏
・
二
十
丁
表
）、「
牡
丹

ニ
飛
猊
」（
二
十
丁
裏
・
二

十
一
表
）
の
図
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
獅
子
図

は
、
毛
並
み
の
様
子
な
ど

が
、
衣
裳
の
文
様
と
近
似
し

て
い
る
点
も
多
く
み
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
衣
裳
に
施
さ

れ
た
獅
子
の
文
様
は
、
Ａ
本

に
み
え
る
獅
子
の
図
が
最
も

似
通
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

も
と
に
、
衣
裳
の
文
様
を
制

作
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
雲
龍
菊

水
文
様

打
掛
」・「
孔
雀
文

様

打
掛
」・「
牡
丹
獅
子
文

様

与
天
」
の
文
様
と
、

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」

Ａ
本
と
Ｂ
本
の
図
に
は
明
ら

か
に
類
似
す
る
点
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
三
点
以
外
の

衣
裳
の
図
柄
に
つ
い
て
も
、

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
二
冊
に
描
か
れ
て
い
る
図
と
照
合
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
衣
裳
を
実
見
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
を
比

較
・
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、『
兵
庫
県
葛
畑
の
歌
舞
伎
舞
台
の
研
究

と
調
査
』
の
末
尾
に
は
、
鳳
凰
や
桜
の
よ
う
な
文
様
を
施
し
た
他
の
衣
裳
の
写
真

が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
衣
裳
の
細
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
の
図
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
文
様
で
あ
る
か
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
、
衣
裳
の
文
様
と
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
二
冊
の
類
似
を
指
摘
し

て
き
た
。
現
時
点
に
お
い
て
、
葛
畑
の
歌
舞
伎
衣
裳
の
文
様
を
分
析
す
る
資
料

は
、
こ
の
二
冊
が
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
衣
裳
の
文
様
が
「
歌
舞
伎

衣
裳
染
物
絵
見
本
」
の
図
を
も
と
に
し
て
制
作
し
た
と
断
定
す
る
に
は
、
な
お
慎

重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、「
孔
雀
文
様

打
掛
」
の
意
匠
は
、
Ｂ
本
に
み
え
る
「
松
に

孔
雀
」
図
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
衣
裳
の
制
作
に
あ

た
り
、
Ｂ
本
を
用
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
一
方
、「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」
と
「
牡
丹
獅
子
文
様

与
天
」
の
意
匠
は
、
主
に
Ａ
本
に
み
ら
れ
る
図

と
類
似
す
る
点
が
多
い
も
の
の
、
若
干
異
な
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
完
全
な
一
致

と
す
る
の
に
は
性
急
な
結
論
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
分
析

か
ら
、
本
に
描
か
れ
た
図
を
参
考
に
し
て
、
衣
裳
の
文
様
を
制
作
し
た
と
す
る
可

能
性
を
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ａ
本
の
各
図
の
欄
外
に
は
、「
八
十
両
」
な

ど
の
金
額
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
墨
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
例
え

ば
、「
上
り
龍
」（
四
十
四
丁
裏
）
は
「
金
八
十
両
」、「
下
り
龍
」（
同
丁
）
は

（
一
ヵ
）（
両
ヵ
）

「
七
十
□

□
」、「
雲
龍
」（
四
十
五
丁
表
）
は
「
金
八
十
両
」、「
輪
龍
・
龍
之

図 14 左：獅子の文様、中央：「獅子」図（A 本 36丁表の右上部）、右：「獅子」図（同丁の左側）
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丸
」（
四
十
六
丁
表
）
は
「
金
七
十
五
両
」
な
ど
の
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
金
額
は
お
そ
ら
く
、
図
を
参
考
に
し
て
、
衣
裳
の
文
様
を
制
作
す
る
際
に

か
か
る
価
格
を
示
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」
に
施
さ
れ
た
龍
の
刺
繍
に
は
、
お
よ
そ
金
八
十

両
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
高
額
な
だ
け
に
、
葛
畑
の
村
人
た
ち
が
、
資
金
を
出

し
合
っ
て
衣
裳
の
文
様
を
制
作
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
紺
屋
は
、「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
衣
裳
の
文
様
を

制
作
す
る
際
に
図
案
と
し
て
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
衣
裳
に
文
様
を
施
す
際
に
必

要
と
な
る
価
格
を
示
し
た
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
も
活
用
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
な
用
途
を
目
的
と
し
て
、
紺
屋
が
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
明

治
三
年
に
作
っ
た
背
景
に
は
、
同
年
に
葛
畑
座
が
旗
揚
げ
さ
れ
る
際
に
、
豪
華
で

大
胆
な
文
様
を
施
し
た
衣
裳
を
制
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
紺
屋
が
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見

本
」
を
衣
裳
の
文
様
の
図
案
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
衣
裳
の
制
作
年

代
も
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
歌
舞
伎
衣
裳
の
先
行
研
究
か
ら
み
て
も
、
各
地
に
残
さ
れ
た
衣
裳

の
制
作
年
代
の
特
定
は
容
易
で
な
く
、
葛
畑
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。『
昭
和

四
十
八
年
度
指
定

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
葛
畑
座
が
使
用

し
た
衣
裳
一
式
が
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
作
っ
た
も
の
が
多

い
と
し
て
幅
を
持
た
せ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
三
年
に
合
冊
し
た
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
も
と
に
し

て
、
歌
舞
伎
衣
裳
の
文
様
が
制
作
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
現
在
保
存
さ
れ
て
い

る
衣
裳
の
う
ち
、「
雲
龍
菊
水
文
様

打
掛
」「
孔
雀
文
様

打
掛
」「
牡
丹
獅
子

文
様

与
天
」
の
三
点
に
関
し
て
は
、
制
作
年
代
が
明
治
三
年
時
点
か
そ
れ
以
降

の
も
の
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
、
葛
畑
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歌
舞
伎
衣
裳
三
点
と
「
歌
舞
伎
衣

裳
染
物
絵
見
本
」
の
関
連
か
ら
、
衣
裳
の
文
様
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い
る

の
か
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
葛
畑
の
歌
舞
伎
衣
裳
の
文
様
は
、
地
元
の
紺
屋
が
「
歌
舞
伎
衣
裳

染
物
絵
見
本
」
二
冊
の
図
を
参
考
に
し
て
制
作
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
絵
手
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
紺
屋
は
、
葛
畑
座
が
結
成
さ
れ
る
明
治
三
年
に
、
数
冊
の
絵
手
本
を
合
冊
し

て
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
衣
裳
の
文
様
の
制
作
年
代
も
同
年
か
そ
れ
以
降
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
二
冊
の
う
ち
一
冊
（
Ａ
本
）
に
は
、
図
の
欄
外
に
、
金
額

と
思
わ
れ
る
数
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
衣
裳
の
文
様
の
注
文
を
受
け

る
際
の
価
格
を
示
し
、
こ
の
本
が
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
推
測
で

き
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
歌
舞
伎
衣
裳
の
図
案
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料

は
見
つ
か
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
宇
和
島
戸

島
歌
舞
伎
の
資
料
の
な
か
に
は
、
衣
裳
を
選
ぶ
見
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
手
書
き

（
�
）

の
雛
形
本
が
残
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
葛
畑
の
よ
う
に
、
歌
舞
伎
衣
裳
と
、
そ
の
衣
裳
の
文
様
を
制
作
す
る

た
め
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
歌
舞
伎
衣
裳
染
物
絵
見
本
」
が
残
っ
て
い
る
こ
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と
は
、
各
地
の
歌
舞
伎
に
お
け
る
衣
裳
の
制
作
過
程
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
に

な
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
地
方
の
歌
舞
伎
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
歌

舞
伎
衣
裳
と
そ
の
制
作
に
関
連
す
る
資
料
に
も
注
目
し
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註（
１
）
兵
庫
県
教
育
委
員
会
編
『
平
成
十
四
年
度
文
化
庁
ふ
る
さ
と
文
化
再
興
事
業
伝

統
文
化
総
合
支
援
研
究
委
嘱
事
業

ふ
る
さ
と
伝
統
文
化
活
性
化
事
業
実
施
報

告
書
』（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
２
）
兵
庫
県
教
育
委
員
会
編
『
昭
和
四
十
八
年
度
指
定

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告

書
』（
兵
庫
県
社
会
文
化
協
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
３
）
名
生
昭
雄
「
養
父
郡
に
お
け
る
農
村
歌
舞
伎
舞
台
」（
兵
庫
史
学
会
編
『
兵
庫
史

学
』
第
四
十
二
号
、
一
九
六
五
年
十
一
月
）。

（
４
）
西
村
修
「
葛
畑
農
村
歌
舞
伎
舞
台
と
葛
畑
座
」（
関
宮
町
史
編
集
委
員
会
編
『
関

宮
町
史
資
料
集
』
第
二
巻
、
関
宮
町
、
一
九
八
〇
年
。『
年
刊
・
但
馬
史
研
究
』

第
二
十
号
、
但
馬
史
研
究
会
、
一
九
九
七
年
三
月
に
収
録
）。

（
５
）
位
原
庸
太
「
但
馬
の
農
村
舞
台
」（『
歴
史
と
神
戸

特
集
・
兵
庫
県
の
農
村
舞

台
』
十
九
巻
六
号
﹇
通
号
一
〇
三
号
﹈、
神
戸
史
学
会
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
。

名
生
昭
雄
編
『
兵
庫
県
の
農
村
舞
台
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
に
収
録
。）

（
６
）
八
木
玄
蕃
編
『
増
補
七
美
郡
誌
稿
』（
一
九
〇
六
年
。
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年

復
刊
）。

（
７
）
藤
田
甚
左
衛
門
と
葛
畑
座
に
つ
い
て
は
、
松
崎
茂
著
『
兵
庫
県
葛
畑
の
歌
舞
伎

舞
台
の
研
究
と
調
査
』（
一
九
六
三
年
）
参
照
。

（
８
）
兵
庫
県
養
父
郡
関
宮
町
葛
畑
区
編
『
平
成
十
五
年
度
文
化
庁
ふ
る
さ
と
文
化
再

興
事
業

地
域
伝
統
文
化
伝
承
事
業

葛
畑
農
村
歌
舞
伎
復
活
・
伝
承
活
動
実

施
報
告
書
』（
兵
庫
県
養
父
郡
関
宮
町
葛
畑
区
、
二
〇
〇
四
年
）、『
せ
き
の
み
や

子
ど
も
歌
舞
伎

五
年
の
歩
み
』（
葛
畑
農
村
歌
舞
伎
伝
承
会
・
せ
き
の
み
や
子

ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
９
）
葛
畑
に
あ
っ
た
紺
屋
に
つ
い
て
は
、
西
村
前
掲
稿
註
（
４
）
と
松
崎
前
掲
書
註

（
７
）
参
照
。

（
１０
）
「
兵
庫
縣
史
料

四
十
六

豊
岡
縣
管
地
略

明
治
六
・
七
年
調
」（『
内
閣
文
庫

所
蔵

府
県
史
料
』〔
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
〕
第
二
三
七
巻
、
雄
松
堂
フ
ィ
ル

ム
出
版
有
限
会
社
、
一
九
六
二
年
）。

（
１１
）
岡
田
芳
幸
・
石
川
達
也
・
清
水
寛
子
編
『
特
別
展

伊
勢
の
歌
舞
伎
と
千
束
屋

│
神
都
に
伝
わ
る
伊
勢
人
の
こ
ゝ
ろ
│
』（
皇
學
館
大
学
佐
川
記
念
神
道
博
物

館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
１２
）
菅
居
正
史
「
地
方
の
歌
舞
伎
と
衣
裳
」（
切
畑
健
・
菅
居
正
史
・
長
崎
巌
共
著

『
歌
舞
伎
衣
裳
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）。

（
１３
）
『
繪
本
初
心
柱
立
』
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
蔵
本

（
宝
暦
十
一
年
板
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
参
照
し
た
。

（
１４
）
松
崎
前
掲
書
註
（
７
）
で
は
、『
繪
本
冩
寳
袋
』
九
之
巻
下
の
刊
記
が
筆
記
さ
れ

て
い
る
。

（
１５
）
橘
守
国
に
つ
い
て
は
、
仲
田
勝
之
助
『
繪
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
五

〇
年
。
八
潮
書
店
、
一
九
七
七
年
復
刊
。）、
脇
坂
淳
「
狩
野
派
系
画
人
た
ち
の

活
躍
と
絵
本
」（『
近
世
の
大
坂
画
壇
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
八
一
年
）、
浅

野
秀
剛
「
橘
守
国
と
そ
の
門
流
（
上
）（
中
）（
下
）」（『
浮
世
絵
芸
術
』
八
十
二

・
八
十
三
・
八
十
四
号
、
日
本
浮
世
絵
協
会
、
一
九
八
四
、
八
五
年
）、
太
田
孝

彦
「
画
譜
に
よ
る
絵
画
の
学
び
│
橘
守
国
と
大
岡
春
卜
の
画
譜
を
中
心
と
し
て

│
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
』
第
十
二
号
、
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
刊
行
会
、
二

〇
〇
五
年
九
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１６
）
『
繪
本
冩
寳
袋
』
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
蔵
本

（
明
和
七
年
板
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
を
参
照
し
た
。

（
１７
）
松
崎
前
掲
書
註
（
７
）
参
照
。

（
１８
）
工
芸
と
絵
手
本
の
関
す
る
研
究
は
、
永
田
生
慈
監
修
・
解
説
『
北
斎
の
絵
手
本
』

三
・
四
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
六
年
）、
大
久
保
尚
子
「
近
世
後
期
の
服
飾
と

絵
画
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
一
考
察
│
人
情
本
、
浮
世
絵
、
絵
手
本
に
み
る

絵
画
的
意
匠
の
展
開
│
」（『
服
飾
美
学
』
第
二
十
九
号
、
服
飾
美
学
会
、
一
九

九
九
年
九
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１９
）
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
の
、
平
成
二
十
一
年
度
特
別
展
「
歌
舞
伎
と
文
楽
の

― ２３ ―



世
界
│
愛
媛
の
伝
統
芸
能
│
」
で
展
示
さ
れ
た
。

参
考
文
献

松
崎
茂
『
日
本
農
村
舞
台
の
研
究
』（
松
崎
茂
工
学
博
士
論
文
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
）

角
田
一
郎
編
『
農
村
舞
台
の
総
合
的
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
一
年
）

奈
良
県
立
美
術
館
編
『
特
別
展
江
戸
デ
ザ
イ
ン
の
爆
発

歌
舞
伎
衣
裳
』（
奈
良
県
立
美

術
館
、
一
九
八
九
年
）

切
畑
健
・
菅
居
正
史
・
長
崎
巌
共
著
『
歌
舞
伎
衣
裳
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）

名
生
昭
雄
編
『
兵
庫
県
の
農
村
舞
台
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
）

服
部
幸
雄
『
歌
舞
伎
の
原
郷

地
芝
居
と
都
市
の
芝
居
小
屋
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

七
年
）

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
日
本
民
俗
学
会
第
六
十
一
回
年
次
大
会
で
の
口
頭
発
表
を
も

と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
所
蔵
資
料
の
調
査
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
葛
畑
農
村

歌
舞
伎
伝
承
会
会
長
の
西
村
武
氏
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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